
























































宮 﨑 瑞 穂
MIYAZAKI Mizuho
るようになり発表原稿のチェックなどを
依頼されることが増えたとのことで。そ
の点では大きな発展と言えます。
Ⅴ．病院図書室はコミュニケーションの場で
なくてはならない。
これについてはあまり進展していな
い。むしろ図書室を利用する人とそうで
ない人が分離している傾向のようです。
Ⅵ．病院の図書室は職員の安楽の場所でなく
てはならない。
これについても思ったほどには進んで
いません。日々の忙しい業務の間に図書
室まで行って休むなどは出来ないようで
す。多くの病院で職員満足度の向上のた
め癒しの空間を用意するところが増えて
いるので別の所に作られているのかもし
れません。
こうみると病院図書室は本質的には変わら
ないもののＩＴ技術の進歩により書籍や文献
の保存の機能は重要性が低下し、検索の機能
が伸びていくのは間違いないだろう。そして
今後は知的生産の場としての機能が増えるこ
とが考えられる。最近増えている診療秘書な
どと協力して研究のための支援などを行って
ゆく必要があるでしょう。先日テレビで特許
出願の援助を行う公立図書館が紹介されてい
ましたが、図書室の役割を限定的にとらわれ
ず、柔軟な発想で機能を多様化、強化する必
要が司書さんにも求められるのではないで
しょうか。
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